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就労支援施策の対象となる障害者数



就労訓練の効果

【出典】「障害者の就業状況等に関する調査研究」高齢・障害・求職者雇用支援機構より作成

就労移行支援 249 37.0%

職場実習 223 33.1%

委託訓練 70 11.4%

【訓練利用の上位】



一般就労への移行者数・移行率の推移（事業種別）



障害者総合支援法における就労移行支援事業

就労移行支援事業(規則第6条の9)

事業概要
通常の事業所に雇用されることが可能と見込まれる者に対して、①生産活動、職場体験等の活動の機

会の提供その他の就労に必要な知識及び能力の向上のために必要な訓練、②求職活動に関する支援、

③その適性に応じた職場の開拓、④就職後における職場への定着のために必要な相談等の支援を行う。

（標準利用期間：２年）

※必要性が認められた場合に限り、最大１年間の更新可能

対象者
①企業等への就労を希望する者

※平成30年4月から、65歳以上の者も要件を満たせば利用可能。

事業所数 2,941事業所（令和５年12月 国保連データ）

利用者数 36,667人（令和５年12月 国保連データ）

就労移行支援事業は、障害者総合支援法に定められた「障害福祉サービス」です。

〇 利用にあたっては、居住する市町村の障害福祉担当課に申請し、支給決定を受ける必要があります。
〇 所得に応じて、利用料の自己負担分が生じる場合があります。



就労移行支援事業所の機能

１ ステップアップのための中間的環境

２ 職業的適性等に関するアセスメント機能

３ 障害のある人の自己理解を支援し、
就労意欲を高める機能

４ 適した職場を見つけ調整するマッチング機能

５ 就職直後から長期の継続支援を含む
フォローアップ機能

【出典】「就労移行支援事業の充実強化に向けた先駆的事例研究 就労移行支援ガイドブック」

公益社団法人日本フィランソロピー協会



就労準備性ピラミッド

【出典】「就労支援者のための支援力向上ガイド」岡山障害者就業・生活支援センター



就労支援のプロセス
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※他機関：就労定着支援事業、市町村就労支援センター、
障害者就業・生活支援センター、地域障害者職業センター 等



就労移行支援事業プラスハートの支援

ステップ１ 安定して通うことに慣れる

ステップ２ 自分の強みに気づき、
自己理解を深める

ステップ３ 働くために必要なスキルを習得する

ステップ４ リアルな作業訓練で「働く自分」を
イメージする

ステップ５ 充実した就活支援で内定を目指す



26 27 28 29 30 31

2 3 4 5 6 7

作業

9 10 11 12 13 14

16 17 18 19 20 21

23 24 25 26 27 28

1

作業 作業 作業

30

1

8

15

22

29

作業 作業

作業

作業 作業 作業 作業

作業

作業 作業 作業 作業 作業

（朝学習）

（ヨガ） （朝清掃） （朝学習）

作業 作業 作業 作業

作業 作業

（朝学習）

6月

就労講座
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木 金 土

2024年 (令和6年)

日 月 火 水

事業所のスケジュール

9:30 自主活動 <ヨガ・清掃・動画視聴>

10:00 朝礼

作業訓練　または　講座

12:00 昼休憩

13:00 昼礼

作業訓練　または　講座

15:30 日報記入／終業

1 日のスケジュール



就労支援のプログラム

検査・評価

施設外作業

施設内作業

●WAISⅢ

●幕張版ワーク

サンプル

（MWS）



講座座学のテーマ

講 座
『OG体験発表』
『スーツの着こなし』
『仕事とお金』
『障害者雇用とは』

SST （ソーシャル・スキル・トレーニング）
『言いにくいことを伝える』
『上手な断り方』

IMR （病気の自己管理とリカバリー）
『リカバリー目標』
『薬を効果的に使う』



振返り・自己理解

振り返りシート



模擬面接

求職活動の支援
模擬面接

企業見学
実習

履歴書・
ナビゲーション
ブック作成



支援の事例

就労移行支援事業所

医療機関

就労支援センター委託訓練

企業

ハローワーク

体調の相談

就労支援の
相談・連携

職業訓練

求人紹介
合同面接会

見学・面接
実習

事業所
利用紹介

生活支援センター

就労相談・訓練
求職活動支援 等

就職



ステップ１ 週３日程度から始め、通所日数を増やして生活リズムを整える

ステップ２ 作業・講座、ワークサンプル等から、自分の考え方や適性

などを知る

ステップ３ 委託訓練でパソコン業務の職業訓練に取り組む

ステップ４ 職場体験により、働くときの配慮事項や苦手な事、

強みを確かめる

ステップ５ 希望する事務職で採用

事例のまとめ



就労移行支援事業所数の推移

「 令和４年社会福祉施設等調査」 より作成
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【出典】「地域における就労移行支援及び就労定着支援の動向及び就労定着に係る支援の実態把握
に関する調査研究 調査報告書」株式会社ＦＶＰ

就労移行支援事業の実施状況

【休止・廃止理由】
利用者が確保できない（62.2％）
就労支援の実績を作ることが難しい（33.2％）
採算がとれない（33.2％）
職員配置が難しい（23.9％）

【休止・廃止事業所の障害種別】

身体障害の 登録者数０（15.9％）
休止中（13.0％）が特に高い



就労支援の課題

〇 地方の就労移行支援事業所数が減少し、就労機会が減少する可能性

〇 精神障害・発達障害者を対象とした事業所は多く、選択肢が多いが、

知的、身体障害者等は、事業所の選択肢が限られる可能性

〇 利用者確保が順調な事業所とそうではない事業所と、採算性や人員配置等

の問題からサービスの質に差が生じる可能性

〇 現状の制度で実績を上げ、利用者を確保している事業所と、実績が作れず

厳しい経営状況の中で新たな利用者確保も難しい事業所の二極化

等

【出典】「地域における就労移行支援及び就労定着支援の動向及び就労定着に係る支援の実態把握
に関する調査研究 調査報告書」株式会社ＦＶＰ より抜粋
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